
（表の見方） １　「募集」欄は令和８年度(2026年度)入学者選抜の募集学級数です。令和９年度入学者選抜の募集学級数は11月に発表する予定です。
２　前期選抜の募集枠％の数字は募集人員の上限を表しています。
３　第２志望欄の○印がついている学科間においては第２志望（学校により第３志望まで）を認めます。（別紙「第２志望及び第３志望の取扱い一覧」参照）
４　傾斜配点欄は実施する教科および倍率です。
５　再募集欄は前期選抜及び後期選抜において、入学予定者数が募集定員に満たなかった場合の実施予定内容です。
６　｝は、くくり募集をする学科です。
７　空欄になっている箇所については実施しません。
８　前期選抜及び後期選抜では学力検査を実施します。
９　小論文Ａは与えられたテーマに関して一つの論文として答える形式、小論文Ｂは与えられたテーマに関して論理的に構成されたいくつかの設問に答える形式です。
10　再募集の志願理由書から実技検査欄については、後期選抜において実施する内容と同じかそれに準ずる場合は○印がついています。
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本校への入学を強く希望しており、多様な価値観を受け入
れ他者と協働できる生徒で次のすべての項目に該当する者
①基本的生活習慣を身につけている者。
②十分な基礎学力があり、自分の夢について考え、その実
現に向けて努力できる者。
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　中学校で部活動・生徒会活動・自主活動などに積極的に
取り組んでおり、今後も挑戦する意欲を持つ者。 紙

上
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① 次の受検型Ａまたは受検型Ｂのいずれかに該当する。
〈受検型Ａ〉
　基礎学力があり、音楽（器楽・声楽等）に対する適性と
優れた能力を持っている。また、高等学校卒業後はさらに
専門的な技術を修得すべく大学等への進学を希望してい
る。
〈受検型Ｂ〉
　十分な基礎学力があり、音楽（器楽・声楽等）に対して
の意欲と適性を持っている。
②音楽の専門的な学習に強い意欲を持っている。

〈個人面接５分程度〉
① 志願理由
② 入学後の抱負
③ 将来の希望
④ 中学校での活動　等

対
面

＜個人面接＞
　志望する理
由、将来の希
望、中学校に
おける学習等
について

基礎
楽典

聴音

専攻
実技

共通
ピア
ノ

○ ○

     実技検査
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(時間は受検者数に
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＜受検型Ｂ＞
専攻実技
(時間は受検者数に
より決定)
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　ビジネス（商業）の学習に興味・関心があり、次のいず
れかに該当する者。
①資格取得や地域貢献に積極的で、リーダーを目指してい
る者。
②商業の専門知識を活かし、経済・経営・商学系への進学
や地元企業への就職を希望している者。
③生徒会や部活動で優れた実績があり、今後も活動を続け
る意欲がある者。

令和９年度長野県公立高等学校入学者選抜における学校別実施内容一覧（予定）
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① 志願理由
② 入学後の抱負
③ 高校卒業後の進路希
望
④ 中学校での活動

〈個人面接７分程度〉
① 志願理由
② 入学後の抱負
③ 将来の希望
④ 中学校での活動　等
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